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・ ４月29日に発表された３月のユーロ圏全体の失業率（季節調整値、以下同じ）は9.9％と前月から不変。

昨年４・５月の10.2％をピークに、緩やかな改善が続いている（左図）。失業者数は５ヶ月連続で減

少したものの、減少ペースは昨年11・12月の月平均の10万人超から、年明け以降は3.5万人程度に縮小。

改善の動きに拍車が掛かる気配はない。引き続き足を引っ張っているのがスペインでの失業増加。 

・ 国別の失業率は（右図）、①ドイツ、フィンランド、フランス、ベルギー、オランダ、マルタ、スロ

バキアで改善が持続、②スペイン、ギリシャ、アイルランド、キプロス、スロベニアで悪化が持続、

③イタリア、ルクセンブルク、ポルトガル、オーストリア、エストニアで横這い推移。年明け以降は、

スペインが一段と悪化した一方、ドイツやフランスなど規模の大きい国で改善が続いたことに加え、

アイルランドやポルトガルの悪化に歯止めが掛かったことが、失業率の上昇抑制に一役買っている。 

・ 28日発表の４月のドイツの失業率（国内基準）は7.1％と前月から横這いながら、年初から0.3％ポイ

ント低下。失業者数は14ヶ月連続で減少し、季節調整後では19年振りの300万人割れを記録した。 

■ユーロ圏：失業率と失業者数 ■ユーロ圏の失業率

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の失業率（統一基準、季調値）

2010 2011
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ユーロ圏・失業率 10.2 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.0 10.0 9.9 9.9
失業者数（前月差、千人） 21 -51 22 -41 -10 36 -132 -117 -48 -47 -9
就業者数（前月差、千人） 185 1,098 196 -365 -89 320 -1,175 513 -432 1,153 -82
労働力人口（前月差、千人） 206 1,047 218 -406 -99 356 -1,307 396 -480 1,106 -91

ドイツ・失業率 7.2 7.1 7.0 6.9 6.9 6.8 6.7 6.6 6.4 6.4 6.3
フランス・失業率 9.8 9.8 9.8 9.8 9.7 9.7 9.6 9.6 9.6 9.5 9.5
スペイン・失業率 20.0 20.2 20.3 20.4 20.6 20.6 20.5 20.4 20.5 20.6 20.7

注：労働力人口と就業者数は公表数値を基に筆者が計算。季節調整や小数点桁数の関係で正確な数値ではない。
出所：Eurostat  


